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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・看護師検査データ症例問題を再テストするスタッフは12月20,21,22日となります。資料の持ち込みは可能となっていますので周知お願いします。

・データベースのインデックスが後日変更となるそうです。詳細については後日

お知らせします。

・全体連絡会議へ出席する際は早めに4階ユーティリティへ集まるようにしましょう。

・伊藤　雄一様の以前処方された風邪薬が、服用が終わってからもフローシートへそのままチェックされている事がありました。記載する際は注意しながら記入していきましょう。他の患者様にも関連する事なので周知しましょう。

＜患者様連絡事項＞

・鈴木　茂子様～本日、美容院とランチ外出へ行かれています。右膝痛訴え、本人様より湿布希望あり。他科で処方された湿布の在庫がなくなった為、本人様の希望にて主治医よりアスモロール1袋処方となっています。朝食後右膝疼痛訴えあり、頓服薬のロブ錠とケルナックカプセル服用しています。引き続き膝痛有無や歩行状態を観察していきましょう。

・清川　厚子様～現在20分ウォーキングを行っていますが、左第一指疼痛訴え時の

　　　　　　　　ストレッチを検討しています。徐々に右第一指にも多少痛みがあるとの事で、運動は無理せず行い、部位の観察を行っていきましょう。

・袴田　将志様～今後の事についての面接を行う事と外出依頼をご家族に連絡しています。父様より12月5日（日曜日）に来院する事を話され後日、詳しい時間等は連絡する予定の為、電話を受けたスタッフは、忘れずに伝達していきましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・菊地　明子様～先週まで、作業療法やリハプログラム休みがちとなっていましたが、徐々に参加出来るようになってきています。最近、倉橋様の気分変動が目立ち、本人様への影響も考えられますので、トラブルに注意し本人様より不安の訴えがあった際は話を傾聴していきましょう。

・袴田　将志様～尿失禁はありませんが引き続き水分摂取状況の観察を行っていき

ましょう。また過度な要求があった際でも否定するのではなく、

　　　　　　　　訴えを傾聴し、本人様が理解出来る様にその都度説明していきましょう。

＜Dr田名部診察＞

・袴田　将志様～嗜好品の時間を守られており、夜間も眠れている事を情報提供しています。主治医より睡眠について問われると、本人より眠れている事を話されています。水分摂取については、２リットルくらいでおさえていると笑顔見られています。本人より、呂律が回ってきたが、右手の振戦があると主治医へ相談される事あり、薬剤調整を明日から行う為、様子を見るよう伝えられています。

　　　　　　　　本日より、イミドール（25）1T 1×vds ８日分臨時処方となり、以後定期となっています。また、明日の定期薬よりレボトミン（精神神経用剤）（25）2T→1Tへ減薬となっています。精神症状の変化や睡眠状況の観察していきましょう。

・菊地　明子様～食事は殆ど摂れており体調も徐々に良くなってきている事を情報提供しています。主治医より1週間はどうだったか尋ねられると「まだちょっと…」と言葉を濁し表情冴えなさ見られています。自ら不安を訴えていますが、主治医より日常生活リズムの保った生活をするよう説明され本人様納得されています。

・飯豊　信雄様～朝食時、日清スタッフへ何か話している事や菓子を盗られると妄想めいた発言言われ、ロッカーを交換しているが、その後も不安感の発言ある事を情報提供しています。何を盗られたのか主治医より聞かれると、「みかん5個盗られた」と話す事あります。その他の被害的な訴えは聞かれずに経過しています。今後もプログラム・作業療法には続けて参加して頂く様にしましょう。明日の定期薬からルナプロン（精神神経用剤）4T→2T減薬し、リスペリドン（精神神経用剤）（１）→（２）増薬となっています。精神症状の変化や睡眠状況の観察していきましょう。

・倉橋　生子様～自分の感情を主治医へ話されています。「今までとは違ったイライラがあるんです」や「眩暈が強くなってきました」等を伝えています。また、1日3時間ウォーキングをしている事を話した後「呼吸が苦しくなる事があります」と身体的訴えある為、歩きすぎの可能性も考え控えめに行うよう説明受けて了解されています。ウォーキング状況の観察や時間超過の場合は、声掛けをしていきましょう。































































